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※農薬の使用はラベルの記載に従ってください。

白斑病・べと病・アブラムシ類・チョウ目害虫防除特集

白斑病 感染→発病まで約3～16日 多雨の年に多発

アブラムシ類 温暖な気候が続くと多発

チョウ目害虫 昨年シロイチモジヨトウ多発 チョウ目害虫発生に要注意

べと病 発生適温は20℃と比較的冷涼で、多湿条件で多発

防除の基本は
発生前の

予防散布です！

時
期

対象病害虫 薬剤名 希釈倍数
使用
時期

回数

➀
べと病 レーバスフロアブル 2,000倍 7日前 3回

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類・ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ
ｺﾅｶﾞ・ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 等 兼商ヨーバルフロアブル 2,500～5,000倍 前日 3回

➁
黒斑病・白斑病・尻腐病 ネクスターフロアブル 1,000倍 7日前 3回

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 コルト顆粒水和剤 4,000倍 3日前 3回

③

白斑病・黒斑病・菌核病
べと病・白さび病・炭疽病 シグナムWDG 1,500～2,000倍 7日前 3回

ｺﾅｶﾞ・ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ・ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ
ﾀﾞｲｺﾝﾊﾑｼ 等 ブロフレアSC 2,000～4,000倍 前日 3回

④

白さび病・べと病
ピシウム腐敗病 フォリオゴールド※ 800～1,000倍 7日前 2回

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 トランスフォームフロアブル 2,000倍 3日前 3回

予

予・治

予・治

予

2,000倍
収穫7日前/2回

べと病対策におすすめ！

・ｵｷｻﾁｱﾋﾟﾌﾟﾛﾘﾝとﾏﾝｼﾞﾌﾟﾛﾊﾟﾐﾄﾞの
Wの有効成分で殺菌！
・優れた浸達性、浸透移行性

気温が下がるにつれて病害虫ともに生育適温となり、多発する可能性があります。
予防的なローテーション散布を行い、発生前からしっかり防除していきましょう。

1,000倍 葉面散布

※ストレプトマイシン剤、キチン、キトサン類、カルシウム剤（ファイトカル
を除く）、微量要素剤、鉄など金属を含む葉面散布肥料との混用は
避ける。井戸水で、鉄分などを多く含む水での使用も避ける。

大雨や強風で植物に傷がついたときに散布！
カビの病気を防ぐ農薬との混用がおすすめです☆

弱った株の回復に！

肥料登録：
生第91402号

茶葉から抽出した
植物活力資材

※フォリオゴールドはダコニール1000と併せて2回まで

レーバスフロアブルと合わせて2回まで

対象害虫によって使用倍率が異なる場合があります。
ラベルの確認をしてから使用してください。


